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鉄
棒
を
握
っ
た
あ
と
の
五
限
目
の
鉛

筆
は
手
に
お
さ
ま
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青
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朝
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匂
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立
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ペ
ト
リ
コ
ー
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に
ふ
り
返
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わ
が
旧
姓
に
水
の
文
字
あ
り
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武
井
恵
子

＊
学
生
短
歌
賞

出
な
か
っ
た
電
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が
み
ん
な
鳴
っ
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い
る
よ
う
初
蝉
の
声
く
ぐ
り
ゆ
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�

小
池
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み

大
欠
伸
す
る
と
き
胸
に
あ
る
花
の
半

濁
音
を
き
み
に
手
渡
す
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井
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「
こ
こ
で
言
葉
は
役
割
を
終
え
て
」

と
年
号
を
指
差
す
先
生

�

那
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良
識

大
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隆
弘
選

天
皇
を
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定
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て
ゐ
る
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法
は
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法�
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藤
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彦
選

　
第
53
回
全
国
短
歌
大
会
が
二
〇
二
四

年
十
月
二
十
七
日
（
日
）、
東
京
・
神

田
の
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
司
会

は
寺
島
博
子
。

　
応
募
者
数
四
〇
四
名
、
応
募
歌
数

一
九
四
七
首
。
十
人
の
選
者
は
全
作
品

に
目
を
通
し
、
七
月
二
十
二
日
（
月
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
選
者
会
議
に
よ
り
全

国
短
歌
大
会
賞
二
作
、
朝
日
新
聞
社
賞

一
作
、学
生
短
歌
賞
二
作
を
選
出
し
た
。

　
栗
木
京
子
理
事
長
は
式
典
の
挨
拶

で
、
生
誕
百
五
十
年
目
と
な
る
高
浜
虚

子
の
言
葉
「
選
は
創
作
な
り
」
を
紹
介

し
た
。
俳
句
も
短
歌
も
、
自
分
の
作
品

以
外
と
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
が
大
切

で
あ
り
、
今
日
は
ど
の
よ
う
な
考
え
に

よ
っ
て
選
が
成
さ
れ
た
の
か
が
出
席
者

み
な
さ
ん
に
実
感
で
き
る
時
間
と
な
れ

ば
よ
い
、
と
朗
ら
か
に
述
べ
た
。
入
賞

者
表
彰
式
で
は
、
当
日
出
席
し
た
受
賞

者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。
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こ
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寝
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母
の
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返
り
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ら
せ
く
る

見
ま
も
り
カ
メ
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に
五
月
光
満
つ
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羽
生
田
有
紀

斉
藤
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悦
選

喫
茶
店
に
あ
な
た
の
挽
歌
を
作
り
つ

つ
涙
あ
ふ
れ
て
恥
づ
か
し
い
で
す

�

栗
原
蘭
子

富
田
睦
子
選

お
お
き
め
の
採
寸
に
し
て
制
服
の
ル

リ
タ
テ
ハ
い
ま
羽
化
を
始
め
る

�

塩
本
　
抄

花
山
多
佳
子
選

職
な
し
の
僕
は
市い

ち

立り
つ

図
書
館
で
埴は

に

輪わ

を
作
る
方
法
を
知
る�

山
田
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平
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直
子
選
　

手
放
し
で
褒
め
ら
れ
て
い
る
幽
霊
画

は
燃
え
て
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

�

島
崎

水
上
芙
季
選

月
で
死
ぬ
プ
ラ
ン
は
素
敵
　
横
た
わ

る
わ
た
し
に
ネ
モ
フ
ィ
ラ
絶
え
ず
開

い
て�

　
大
下
ぐ
り
こ

　
選
者
そ
れ
ぞ
れ
の
評
、
そ
し
て
大
辻

氏
と
平
岡
氏
の
特
別
選
評
を
聞
き
な
が

ら
「
選
は
創
作
な
り
」
の
言
葉
を
反
芻

し
て
い
た
。
な
ぜ
、
こ
の
一
首
が
選
ば

れ
た
の
か
を
考
え
る
。
自
分
の
一
首
を

詠
む
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
人
の
作
品

を
読
み
、
評
す
る
力
を
得
る
こ
と
は
、

自
作
へ
の
客
観
的
視
点
を
持
つ
た
め
の

大
切
な
要
素
な
の
だ
と
再
認
識
し
た
。

　
選
者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
、

数
名
の
選
者
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
第
二
外
国
語
で
聞
い
た

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
星
の
案
内

�

石
田
泰
生

に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
読
み
が
提
示
さ

れ
た
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
第
二
外
国
語
」

を
聞
い
た
場
所
は
国
内
な
の
か
、
国
外

な
の
か
。
同
じ
言
語
で
聞
い
た
の
か
、

別
々
の
言
語
な
の
か
。
こ
の
一
首
か
ら

は
一
つ
の
読
み
に
絞
り
き
れ
な
か
っ
た

た
め
、
現
代
的
で
新
鮮
な
場
面
設
定
な

の
で
勿
体
な
い
ね
、
と
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
の
が
印
象
深
か
っ
た
。
提
示
さ
れ

て
い
る
一
首
を
、
ど
の
よ
う
に
読
め
ば

よ
い
の
か
。
大
辻
氏
と
平
岡
氏
に
よ
る

特
別
選
評
の
時
間
も
、
こ
の
一
点
に
つ

い
て
時
間
が
割
か
れ
て
い
た
。
よ
い
短

歌
と
出
会
う
た
め
に
は「
読
む
ち
か
ら
」

が
必
要
な
の
だ
、
と
再
認
識
す
る
日
だ

っ
た
。
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